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JTEC 平成２０年度第１回講演会（平成２０年 ６月１２日）

　テーマ　　　持続的発展をもたらすICTシステムの構築と普及
　　　
　　
　問題提起　コーディネータ　NTTコミュニケーションズ株式会社
　　　　　　　　グローバル事業本部ヴァイスプレジデント　　　
　　　　　　　　阿南　修平

　ⅰ　　講演１　インターネットの普及後の日本のICT国際競争力
　　　　　　　~世界No.1モバイル/ブロードバンド立国に向けて~
　 講演者　インターネット総合研究所代表取締役所長　　

　　　　　　　　　　　　東京大学大学院数理化学研究科客員教授
　　　　　　　　藤原　洋
　ⅱ　　講演２　バングラデッシュにおける実践
　　　　　　　　講演者　株式会社　デフタ・キャピタル　取締役　
　　　　　　　　古川　拓
　ⅲ　　講演ⅲ　ー無線とインターネット技術の融合と変化ー
　　　　　　　　　無線IP技術が先導するビジネスモデル
　　　　　　　　講演者　ルート株式会社　　代表　　　
　　　　　　　　　真野　浩
　　　まとめ　　コーディネーター
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総務省アクションプラン（０８．５．２１）（1/2）
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総務省アクションプラン（2/2）
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「元気のでる国際協力と人材育成」

（JTEC２００７年１２月講演会講師富士通（㈱）阿瀬見氏の提言）
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日本の開発援助の特徴は
「途上国の国民の力を引き出す自助努力支援」

（ODA白書2007年版）

「自助努力とは開発途上国自身が主体的に自国の将来に責任を負い、また、開発途上国の国民
が自らの手により自国の発展につとめること」

「プリジェクトの実施に際し、支援終了後も相手国の国民が自らの手により、事業を持続・発展的に
実施していく事が可能となるような協力であること」

「開発途上国の一国を全体として見た時に、支援終了後も、途上国自らが、国際経済の中で貿易・
投資の利益を獲得しながら、経済成長を持続することが可能である支援であること」

「自助努力を支える要素として、人づくり、法制度整備、経済社会基盤の整備（教育、保険・衛生な
どの社会インフラや運輸・通信、エネルギーなどの経済インフラの整備）が重要」

「戦後の被援助国からの復興の過程で日本が獲得した技術や知見は途上国にとっても共有・活用
することのできる貴重なリソース」

「支援の理念はCSR（CORPORATE SOCIAL RESPONSIBILITY）からGSR（GLOBAL 
SOCIAL RESPONSIBILITY)へ」


